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● CSR基本方針とESG取組方針、SDGs重点取組テーマ

■ 私たちが考えるCSR（企業の社会的責任）とは

北洋銀行は、CSR基本方針に基づき「ESG取組方針」、「SDGsに係る重点取組テーマ」
を制定し、社会や環境に対して責任を持ち、地域とともに発展することを目指しています。
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● CSR基本方針とESG取組方針、SDGs重点取組テーマ
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● SDGｓの具体的取組
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 事業性理解
 道産食材。食品の国内販路開拓支援
 生物多様性保全活動 ほっくー基金
 環境配慮型私募債 北洋エコボンド
 道内教育機関との連携
 地域医療活動への支援
 芸術文化振興への取組
 金融経済教育
 ワークライフバランスへの取組
 北洋SDGｓ推進ファンド
 ほくよう農業地域活性化ファンド

（北洋農業応援ファンド）

ESG地域金融を盛り込んだ取組
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● 北洋SDGｓ推進ファンド活用による新技術開発支援
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【事業者の概要】

 当社は、各種タンク・プラントの設計・製造等を行う事業者で、鉄や FRP（繊維強化プラスチック）
などの複数素材を一体成型する特殊技術や、製罐加工、機械加工、各種プラント設計・製造・メンテナ
ンスの一貫生産が可能であるなどの強みを持っている。

 新たな取り組みとして、当社がこれまで培ってきた FRP 技術を活用し、高圧水素タンクや水素ステー
ション用蓄圧器の製造・販売に向けて、技術開発を行う。

取組のきっかけ

【金融機関としてESG地域金融への取組の経緯・動機】
 地域金融機関としての取引先の本業支援
 事業性理解の早期実施
 ESG要素を考慮した、お客様との対話によるニーズ喚起

【ESG地域金融の対象案件を見つけたきっかけ・要因】
 お客様との対話の中で、水素エネルギー活用による

脱炭素社会到来予測
 対外的な信用力の更なる向上

将来の水素社会を意識し、FRP 技術を活用した
高圧水素タンクの技術開発

会社名等 カワテックス株式会社 （THE KAWATEX CO.LTD）

所在地 北海道砂川市空知太東1条3丁目2番10号

【想定される環境・社会的効果】

 脱炭素エネルギーへの転換
 気候変動への適応
 雇用対策（創出）
 海外進出
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【ステークホルダー】

将来の水素社会を意識し、FRP 技術を活用した
高圧水素タンクの技術開発

営 業 店

本 部

出資サポート
情報共有

「事業性理解」
サポート
情報共有

強み・弱み・将来ビジョンの共有

顧問税理士

財務・株価等
アドバイス

ベトナム海外企業

技術連携
実習生受入れ

出資

北洋SDGs推進ファンド
（北洋SDGs推進投資事業

有限責任組合）

北海道二十一世紀
総合研究所

出資
運営管理

出資

連携・協議
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● 実践の流れ ～ESG要素の把握・共有から支援
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事前準備

ヒアリング

課題と価値の
把握

共有
すり合わせ

支援の検討

横展開

実践の流れ 実践のポイント 経験・成果、今後の展望

 営業店の立体渉外継続によ
るリレーションの構築

 資金調達手法の情報提供

 事業性理解の早期実施
 水素社会到来予測に基づく

将来ビジョンの理解

 水素社会到来までの社会
ニーズ等の課題を共有

 対話の継続

 お客様、顧問税理士、営業
店、本部による課題、価値、
将来ビジョンの共有

 「北洋SDGs推進ファンド」
活用の検討

 お客様とのリレーションの構築が最
重要

 融資だけではなく出資、補助金と
いった幅広い資金調達情報がお客さ
まにとって有効な提案ツール

 お客様の財務内容だけではなく、外
部環境、内部環境における強み、弱
みを共有することが重要

 お客様だけではなくお客様のステー
クホルダーを含めて課題等の共有が
重要

 お客様との事業計画策定により、
お客様の将来価値を共有することが
可能となる

 金融機関の出資実行による対外信用
力の更なる強化が実現

 海外企業との連携強化の強みとなる
ことが出来た。

 「北洋SDGs推進ファンド」
の実行
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耕作放棄地を再生したボタニカル（香草植物）栽培に
よる地域活性化事業

【事業者の概要】

 当社は“積丹GINプロジェクト”（ボタニカル（香草植物）の栽培と積丹町の植生を活かしたジンの蒸
留）を行う事業者。“積丹GINプロジェクト”は、積丹町が遊休地の利活用を目的に内閣府の地方創生
交付金事業を活用し、3年間の研究・調査を重ねた事業で、当社は当事業を実施するため2018年3月
に設立され、2020年6月より商品販売開始。

 ボタニカルの栽培は積丹町が所有する耕作放棄地を再生利用しており、今後、規模拡大に合わせて再生
面積を増やすことで森林保全や絶滅危惧種、希少種の再生にも取り組む。

会社名等 株式会社積丹スピリット

所在地 北海道積丹郡積丹町大字野塚町ウエント229番地1

取組のきっかけ

【金融機関としてESG地域金融への取組の経緯・動機】
 地域金融機関としての新規創業支援
 基幹産業を活用した地域活性化の検討
 ESG要素を考慮した休耕地、地域資源の再利活用の必要性

【ESG地域金融の対象案件を見つけたきっかけ・要因】
 お客様との対話の中で、地域の課題等を共有
 産官金連携による資金を含む全体ビジョンの構築

【想定される環境・社会的効果】

 自然資源の持続可能な管理
 生物多様性保全
 雇用対策（創出）
 関係人口の増加
 地域連携
 海外進出
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耕作放棄地を再生したボタニカル（香草植物）栽培に
よる地域活性化事業

【ステークホルダー】

営 業 店

本 部

出資サポート
情報共有

「事業性理解」
サポート
情報共有

北洋農業応援ファンド
（北洋農業応援ファンド
投資事業有限責任組合）

北海道二十一世紀
総合研究所

日本政策
金融公庫

出資

出資
運営管理

出資

＜産官金連携＞
株式会社積丹スピリット

積丹町

事業を応援する
関係人口

課題解決に向けた連携

内閣府

交付金

購買促進
情報発信

雇用
地域活性化
課題解決
ニーズ

融資

対話によるニーズや課題の聞き取り、
把握、事業性評価
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出資
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実践の流れ 実践のポイント 経験・成果、今後の展望

 事業構想を早期の段階から
共有（約3年前）

 資金調達手法の情報提供

 自治体も含めた「対話」の
深耕による地域課題を把握

 人口減少、耕作放棄地の課
題と豊かな気候、森林資源
の価値を把握

 北洋農業応援ファンドの
実行

 お客様との早期リレーションの構築
が重要

 融資だけではなく出資、補助金と
いった幅広い資金調達情報がお客さ
まにとって有効な提案ツール

 お客様の財務内容だけではなく、外
部環境、内部環境における強み、弱
みを共有することが重要

 お客様だけではなくお客様のステー
クホルダーを含めて課題等の共有が
重要

 お客様との事業計画策定により、お
客様の将来価値を共有することが出
来た。

 新規創設事業のため債務超過となる
が、出資により債務超過期間を減少。

 ビジネスモデル、地域社会
の課題解決について関係機
関と共有

 積丹町（交付金）、日本政
策金融公庫（農林）との資
金調達について検討
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 近隣市町村との連携により
地域一体での地域活性化

 地域活性化のモデルケースとなり、
北海道全体への波及。

事前準備

ヒアリング

課題と価値の
把握

共有
すり合わせ

支援の検討

横展開


	北洋銀行における�「ESG地域金融」の取り組みについて
	  
	スライド番号 3
	● SDGｓの具体的取組
	● 北洋SDGｓ推進ファンド活用による新技術開発支援
	● 北洋SDGｓ推進ファンド活用による新技術開発支援
	● 実践の流れ　～ESG要素の把握・共有から支援
	● 北洋農業応援ファンド活用による地域活性化支援
	● 北洋農業応援ファンド活用による地域活性化支援
	●　実践の流れ　～ESG要素の把握・共有から支援

